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１．はじめに

1.1.問題の所在及び研究の目的

次の例文はいずれも中国人学習者の誤用例で、テイル形ではないために誤用と

判定されるものである。正しい形は矢印（一）の後に記し、［］にその部分

に相当する中国語訳を記した。

誤用例

（１）（今年の三月ごろに日本に来たばかりなので、）日本の生活にまだ`憤れません。

一憤れていません［対日本的生活汪不弓悩。］

（２）公園で遊ぶとき、彼女が近づいてきた。→遊んでいるとき［当我在公団里玩

的吋侯，地慢慢地議了辻来．］

（３）駐車場へ行ったら、車はもうなくなった。

－なくなっていた。［到了停牢鰯，友現卒投了．］

なぜこのようなアスペクト形式の選択の間違いがおこるのか。その原因の一つ

はそれぞれの言語の動詞の類別の基準と、アスベクト形式の共起関係が明確でな

いことに起因すると考える。また、どのような文脈でどのアスベクトを選択する

のが適切なのかも、言語によって固有の方法があると考える。

例文（１）は本来は「償れる」という変化動詞に「テイル」がついて「まだ`慣

れていない」という現在の状態を表すべきところが、中国語の「弓慨」はこのま

まで「,償れている」という現在の状態を表す。そのため、「不弓恨」で「現在ま

だ'慣れていない」という状態を表すことができるために、中国語の「刀慨」を日

本語の「償れる」にそのまま置き換えたために生じた間違いと推測できる。

（２）は従属節の「遊ぶ」に「テイル」をつけく進行中＞にする事によって、後

件の主節と同時の解釈が成り立つ。しかし、中国語では「玩」がそのままの形で

後件との同時を表すことから、「テイル」をつけなかったのではないだろうか。

（３）は「駐車場へ行って発見した時点より以前に車はなくなった」のだから、

駐車場へ行った時点では「”なくなっていた，,という状態が存続している」とい

うく結果の状態＞を表すべきである。中国語の完了の意味を表す「了」は日本語
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の「Ｖ一夕」（夕形）に置き換えられることが多く、なかなか「Ｖ-テイル」（テ

イル形）が引き出せない、ということがここでは問題である。

そこで、これらの問題の解明を試み、日本語教育:に応用していく方向を探る端

緒として、まず「Ｖ一テイル」を軸に日本語と中国語の動詞とアスベクト形式の

共起関係を対照することが本稿の主たる目的である。

１２.研究の方法

事象を時間と関連づけて捉える時、基準時（多くは発話時点）との関連で事象

の指示的な時間的位置づけをする文法形式がテンスである（=場面の外的な時

間）。一方、アスベクトは事象の内的な時間構成（プロセスの中のどういう位置
にあるか＝場面の内的な時間）’）を捉えるもので、話者、あるいはそれぞれの言

語による「動作それ自体の時間樹成に対する評価を反映する」２)極めて話者（固

有の言語）の解釈に依存する表現様式である。

日本語のアスペクトを表す表現様式のうち、「Ｖ-テイル」（=テイル形）は文

法形式として主要なアスペクトの表現手段である。文法形式であるとみなす根拠

は、動詞の語形変化「Ｖ－ル／Ｖ－テイル」にアスベクトの対立が存在すること、

動詞に「テイル」がi寸<かどうかによって動詞の類別が可.能なこと、更に「Ｖ－

テイル」の表すアスベクトが動詞の語彙的意味によってく進行中＞とく結果の状

態＞という基本的に二つのアスペクトに分かれることである。３）

一方、中国語の場合は、少なくとも進行を表す「在」、持続を表す「着」、完

了を表す「了」がアスペクトを担う文法形式と見なされている。これらのアスベ

クト形式が文法的であるのは、まず動詞がこれらの形式と結合できるかどうかに

よって動詞の類別が可能なこと、また動詞の語棄的意味により「着」および

「了」を伴う動詞句は、「Ｖ-テイル」がそうであるように、異なるアスベクト

の意味を表すことである。イ）これについては４章で詳しくみていくことにする。

そこで本稿では、第一に、アスペクト形式としての日本語「Ｖ－テイル」が中

国語でどのようなアスペクト形式によって日本語と同様のアスペクトの意味が実

現されているかを観察する。その際、日本語の「Ｖ-テイル」も中国語の「在Ｖ」

「Ｖ着」「Ｖ了」も動詞の意味的特徴によってアスペクトの実現に一定の規則性

があることから、両言語の動詞の意味的特徴を分析する手段として共通の尺度を

用いることにする。尺度として立てるのは、過程性と限界性という意味素性で、

それとアスペクト形式の結合関係を探ることにする。そして第二に、対訳の資料

から、「Ｖ-テイル」とそれに対応する中国語のアスベクト形式の出現する文脈

的な特徴を観察し、逆に中国語から「Ｖ-テイル」の機能を捉え返し考察してみ

たいと思う。
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２．動詞の意味素性とアスペクト形式

時間と関連づけて動詞の意味を見た場合、動詞の意味には限界性と過程性の二

つの特徴がある。それぞれの特徴を定義すると次のようになる。

2.1.限界性と非限界性5）

限界性：動詞の意味する動作（運動）の終了が「一定の状態への移行によっ

て終結する」こと。‐［＋限界］と記す。

非限界性：動詞の意味する動作（運動）の終了によって「なんら一定の状態

への移行が暗示されない」こと。＝［－限界］と記す。

２２.過程性と非過程性6）

過程性：動詞の意t味する動作の展開する期間が取り上げられること

（動詞の意味する動作または運動が時間的幅を持ちうること）。

＝［＋過程］と記す

非過程性：動詞の意味する動作の展開する期間が取り上げられないこと。

＝［－過程］と記す。

３．日本語動詞の意味素性による記述と「Ｖ-テイル」の意味

限界性と過程性という二つの意味素性によって日本語の動詞を表記すると次の

ようになる。

＜表１＞

【日本語動詞の意味素性による記述】【「ｖテイル」の意味】

死ぬ：［－過程］［＋限界］（４）彼が死んでいる。＜結果の状態＞

立つ：［一過程］［＋限界］（５）彼が立っている。＜結果の状態＞

歩く：［＋過程］［－限界］（６）彼が歩いている。＜進行中＞

掛ける：［＋過程］［＋限界］（７ａ）彼が壁に絵を掛けている。

＜進行中＞

（７ｂ）壁に静物の絵を掛けている。

＜結采の状態＞

掛かる：［－過程］［＋限界］（８）壁に絵が掛かっている。＜結果の状態＞

例えば、動詞「死ぬ」では「死ぬ」という動作の終了は「死んだ」という状態

への移行によって終結するが、動作の展開する期間は取り上げられない。従って
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意味素性としては［－過程］［＋限界］となる。その結果、例文（４）のように

「死んでいる」では限界＝終結点から引き続き現在に至る状態、＜結果の状態＞

を表すことになる。

動詞「歩く」では、「歩く」という動作の終了「歩いた」は何ら状態の移行が

暗示きれないが、動作の展開する期間は取り上げることができる。従って意味素

性としては［＋過程］［－限界］となり、例文（６）のように過程性が引き出さ

れ、＜進行中＞のアスペクトを表すことになる。

しかし、動詞「掛ける」のように［＋過程］と［＋限界］を持つ動詞について

は、例文（７ａ）のように動作主が明示されている文では［＋過程］が引き出さ

れてく進行中＞となり、動作主が明示されていない文（７ｂ）では［＋限界］が

引き出されてく結果の状態＞となりうるわけで、二つの素性を持つ動詞について

は「Ｖ-テイル」のアスペクトは選択的となる。

このように、日本語動詞では、「Ｖ－テイル」のアスペクトの基本的な二つの

意味、＜進行中＞とく結果の状態＞が出てくる原因を、過程性と限界性という二

つの意味素性に'二求めたが、中国語においても、これらの意味素性はアスベクト

の実現に深く関わっている。

４．中国語動飼の意味察性による配述とアスペクト形式との結合

4.1．「在」と「着」が共起しない限界住

まず、進行の「在」と持続の「着」は過程性のない動詞とは結合しないという

特徴がある。

（９）＊他在死．－［一過程］（10）他在走．［彼が歩いている］＝［＋過程］

(11）＊他死着．＝［－過程］（12）他走着．［彼が歩いている］＝［＋過程］

例文（９）、（11）の「死（死ぬ）」という動詞を含んだ文はいずれも非文と

なるが、例文（10）、（12）「走（歩く）」はいずれも適格となる。このこと

は「死」には過程性がなく（［－過程］）、「走」には過程性がある（［＋過

程］）と判断できることを示している。

4.2．「了」が引き出す過程性と限界性

弓灰株（1982）は、「了」を伴う動詞の後に時量賓語（=時間の連用修飾語＝

Ｔ）が加えられた場合、「時間の連用修飾語」が表す意味は動詞によって異なる

とし、「動詞十了十時間の連用修飾語十了」（「Ｖ了Ｔ了」と記す）の構文Iこよっ
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て動詞の持つ意味素性を判定することができるとした。

(13）死了三天了［死んで三日になる］（動作の終了後の経過時間）‐［＋限界］
￣

(14）走了一十小吋了［－時間歩いている］（動作の継続する時間）＝［＋過程］

例文（13）では「三天（三日）」は動作終了後の経過時間を表すことから、動

詞「死（死ぬ）」は［＋限界］と判定できる。一方（14）では「一十小吋〈一時

間）」は動作の継続する時間を表すことから「走（歩く）」は［＋過程］と判定

できる。

しかし同じ「肴（読む・見る）」を使った文でも（15）と（16）では「一年

（一年）」という時間の表す範囲が異なる。

(15）送本名看了一年了，迩没看完．

[この本を一年間読んでいるが、まだ読み終わらない。］‐［＋過程］

(16）那鰯浅我已鍾看了一年了，述氾得恨清楚．
￣

［あの芝居を見てから－年になるが、まだよく覚えている。］－［＋限界］

（15）では「一年間読んでいる」という動作の継続する時間を表すことから、こ

の文における「肴（読む）」では［＋過程］が引き出されていると判断できる。

一方（16）では「見てから－年になる」という、動作の終了後の経過時間を表す

ことから、「春（見る）」では［＋限界］が引き出されていると考えられる。下

の（15,）は（15）の、（16,）は（16）の「看了」の表す時間を図示したも

のである。

看了

←－－－

(１５，）動

時間の起点 一年了

(16,）

看 了一

動 Ｍｎ冑皿、乍醒４

時間の起点 一年了

次の例文（１７ａ）と（１７ｂ）も動詞「看」と同様に「半天（長い時間・半

日）」の表す範囲を二通りに解釈できる。
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(１７ａ）挫了半天了

［長い時１１Uかかって掛けている］（動作の継続する時IHI）＝［＋過程］

(１７ｂ）佳了半天了

［長い時１M】掛けてある］（動作の終了後の経過時Ⅲjまたは動作の結果のも

たらした状態の持続時1ｍ）＝＞［＋限界］

（１７ａ）の「控（掛ける）」は、動作の継続する時間を表すので［＋過程］を

引き出していることになり、（１７ｂ）では動作終了後の経過時iIljを表すため［＋

限界］を引き出していることになる。

4.3．「藩」が引き出す二つのアスベクト：＜進行中＞とく状態の持続＞

最【後にアスペクト形式「着」と動詞の結合関係を見てみる。先の例文（12）と

同様に、例文（18）と（19）は「着」が動詞「春（読む）」「技（掛ける）」

にそれぞれ後接することによって、＜進行中＞のアスペクトを表している。ここ

から「若」が［＋過程］と結合することがわかる。

[彼は本を読んでいます。］
￣

＜進行中＞＝［＋過程］

(18）他看春名泥。
￣

彼読むく持続＞本く文末助詞＞

[ちょうど絵を掛けているときに、
彼が来た。］＜麺7ﾃﾞﾓT言＝[＋過程］

(１９）正撞着画，他来了。
ちょうど擬TT7冒乏蒋蔑＞絵彼来るく完了＞

ところが、例文（20）（21）はアスペクトとしてはく進行中＞ではなくく状

態の持続＞が読み取れる。

[壁に絵が一枚掛かっている。］
＜状懇５５蒋濡ｦ三丁+状態］

(20）塙上控着一幅画．
砿に罫不言=持続＞一枚絵

[外に学生がひとり立っている。］
＜状態のl繍馬ｦ三ＴＴＪ犬態］

(21）外面姑着一十学生．
外に￣了Eちて持続＞一人学生

＜進行''二!＞というアスベクトが動的な過程のまっただ中（＝持続の局面）にあ

ることを指すとすれば、静的な状態のまっただ中にあることをく状態の持続＞と

呼ぶことができるだろう。＜進行中＞とく状態の持続＞は、「動的過程」か「静

的状態」かは異なっても「持続」ということで共通している。そこで、（20）の

「控（掛ける）」、（21）の「姑（立つ）」の動詞の意味素性としては［＋状態］

を立てることにする。「着」によって引き出される動詞の意味素性は［＋過程］
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か［＋状態］かの違いはあるものの、いずれも限界性あるいは変化とは無縁の均

質的で持続的な素性と考えられる。

ところで、日本語の動作動詞にはなかった状態性という意味素性を、なぜ中国

語において立てるのかをもう少し説明しておく。

例文（21）にある「姑」に対応する日本語は「立つ」だが、「立つ」の意味素

性による記述は［－過程］［＋限界］で、「Ｖ-テイル」では例文（５）で示し

たようにく結果の状態＞を表す。これは、「立つ」という動詞の意味が「座った

状態から立った状態へ移行する」という変化を表す動詞であるためである。

しかし中国語の「姑（立つ）」は「立った状態を維持する」というのが基本的

な意味で「座った状態から立った状態への過程的な動作」即ち変化を表そうとす

ると「姑起来」となり、「～起来（起きる・来る）」７)という動詞の意味を補う

補語が必要となる。従って、例文（21）では「着」が状態性と結合していると考

え、中国語においては意味素性として［±状態］をつけ加えることにした。

同様に例文（20）の「佳肴（掛かっている）」も、ここでは［＋状態］と結び

ついていると考えられる。ただし、例文（17）で示したように「桂（掛ける）」

は［＋過程］と［＋限界］の意味素性をすでに持っているので、「桂」には更に

［＋状態］が加わり、三つの素性を持つ動詞になるわけである。これら三つの意

味素性を持つ動詞は、自他両用動詞と言われているもので、日本語が「掛ける／

掛かる」や「開ける／開く」など、他動詞と自動詞に対応があるのと対照的に、

中国語の「桂」や「汗」が他動詞としても自動詞としても振る舞うことができる

という特徴があることを付記しておく。

４４．まとめ

以上、中国語のアスペクト形式との結合から中国語の代表的な動詞がどのよう

な意味素性を持つかを見てきたが、まとめて記すと下のようになる。

＜表２＞

【中国語動詞意味素性による記述】

死：［－過程］［＋限界］［－状態］

走：［＋過程］［－限界］［－状態］

始：［－限界］［＋状態］［－状態］

看：［＋過程］［＋限界］［一状態］

桂：［＋過程］［＋限界］［＋状態］

＜表１＞の日本語動詞と比較すると、「死ぬ」と「死」は［＋限界］、「歩

く」と「走」は［＋過程］と意味素`性は共通しているが、「立つ」は［＋限界］

で「姑」は［＋状態］という意味素性の違いがあることがわかる。また「掛ける
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／掛かる」は中国語では「桂」という一語であって、日本語にはない［＋状態］

の意味素性が1mわっていることになる。

「看」については日本語では取り上げなかった。これに対応する日本語動詞は

「読む」「見る」等であるが、中国語でも目的語の種類によって限界性の有無に

差があったように、日本語においても同様の現象が見られる。非限界的な自動詞

「歩く」などは量的な限界を規定する修飾成分がつくことによって限界性が外的

に付与されるが、「読む」「見る」等の他動詞においては他動詞にとって必須の

成分である目的語が限界性を付与する。目的語による限界性の有無を動詞句にとっ

ての内的限界性と判断するか外的限界性と判断するかは今後の検討にゆだね、動

詞のみのについては本稿では一応［＋過程］［－限界］としておく。帥

５．涜料による考察

共通の意味素性によって日中両語の動詞の類型化を試み、アスベクト形式との

結合関係を見てきたが、日本語「Ｖ-テイル」のアスペクト的意味が中国語では

実際にどのように翻訳されているのか、またそれはどのような文脈で出現してい

るのかを観察する。

資料として用いるのは、主に黒柳徹子著「窓際のﾄｯﾄちゃん」（講談社、1984）

とその中国語訳、隊喜儒，徐前淨幽薗辺的阿御”（少年几童出版社、1983）で

ある。

資料に選定した理由は、標準的な現代日本語の口語体で書かれており、日常的

な会話が多いこと。地の文、会話文とも平易で日常的な基本語棄が使われている

こと。更に対照研究の便宜上、翻訳文が現代の標準的な中国語（普通語）で書か

れていることが挙げられる。

5.1．「窓際のﾄｯﾄちゃん」のデータ分布

日本語の原文「Ｖ-テイル」（263例）に対応する中国語の訳文に表れる形態の

分布はく表３＞のグラフのようになる。

中国語の形態で「Ｖ」は動詞、「Ｃ」は補語、「Ａ」は形容詞を指す。また、

「①」は原文に対応していないものを指す。中国語において「Ｖ」だけで表示さ

れている場合を「無標の動詞」（=いかなる接尾辞も付加されていない形、いわ

ゆる裸の動詞）とする。
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＜表３＞

｢Ｖ－テイル」の分布

囚］
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数

中国語の形態

＜表３＞のデータをバーセントで示すと次のようになる。

＜表３，＞

＜衣３＞＜表３，＞の分布からは、無標の動詞が一番多いが、本稿では検討の

対象から外す。理由は、無標形態で訳されている「知っている／わかっている」

に対応する「知道」等が動作動詞ではなく、非動作動詞が多いためである。中国

語の非動作動詞は、通常「在」「着」「了」等のアスベクト形式とは共起せず、

その検討は今後の課題としたいからである｡また、補諮を伴った「ＶＣ了」

「ＶＣ」については、補語がアスペクト形式というよりは修飾形式,）としてアス

ペクトを担うという観点から、今回は検討の対象から外した。

そこで、本稿では中国語の形態として出現したもののうちアスペクト形式と判

定できる「在Ｖ」「Ｖ着」「Ｖ了」のみを検討の対象とし、順次考察する。

5.2．「在Ｖ」

まず最初に「Ｖ-テイル」が「在Ｖ」と訳されている13例から見ていくことに

する。

例文

（２２Ｊ）「（賂）これが、また大きな声で、いきなり、「なにしてるの？」と、誰

かに、何かをきいているんですね。（0214）’｡）

－１７１－
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‘鴫，休在微
ねえあなた認ﾃﾞｦｰｦ胃る

在向堆
ご邇存ラー闇~〈誰

(２２Ｃ）“（略）衿不防，地大声
いきなり彼女大きな声で

什公？，也不知道
なにでもやはり分からない

税：

言った

地

彼女

(２３Ｊ）（略）もうソックスまではいて、ランドセルを背負って、みんなの

起きるのを待っていた。（0702）

(２３Ｃ）地却早已穿好了妹子,背上了名包．
彼女意外にもはやくも履いたちゃんとく完了＞靴下背負ったランドセル

在等琶琶娼蝿起床泥．
＜巡存ｦ1季つおとうきんお母ぎん起きるく文末＞

考察

例文（２２Ｊ）「してる」「きいてる」は（２２Ｃ）では「在傲」「在何」と訳さ

れ、（２３Ｊ）「待っていた」は（２３Ｃ）は「在等」となっている。これは日中

両語とも［＋過程］の動詞とアスペクト形式が結合し、＜進行中＞の窓１床を表し

ている。

また、主語は全てく+有生＞（人間）で、動詞に対する主語の意味役割はく動

作主＞で、発話時点に事象に積極的に関与していることを示している。

さらに、（２２Ｊ）の「してる」は単文の引用文の述語、（２２Ｊ）「きいてい

る」と（２３Ｊ）「待っていた」は主節の述語で「Ｖ－テイル」で表現されている

動作は各文の中心的な動作である。これらが中国語では「在Ｖ」で訳出されてい

る。次節の「Ｖ若」の進行との対比を考える上で、このような文脈における動作

の進行を、＜進行する前景＞と呼ぶことにする。

5.3．「Ｖ着」

「Ｖ着」で訳されたもののうち、「Ｖ-テイル」のアスペクトがく進行中＞で

あるものが２３例、＜結果の状態＞が19例、＜単なる状態＞が1例である。このう

ち、「Ｖ-テイル」でく進行中＞とく結果の状態＞に対応するｎ着」について

考察する。

5.3.1.＜進行il1＞の「Ｖ着」

例文

（２４Ｊ）（ﾄﾂﾄちゃんは）「はやくいらつしやいよ！」と呼んだ。高橋君は、'忙しそ

うに歩いていた。でも、まだ、ず－つとむこうの方にいた。（2803）

(２４Ｃ）阿御戦：墜快点几来叫１，ｍ:li祈念急忙忙地走着，
トットちゃん呼ぶはやく少し来い高橋君あわただしく歩くく持続＞
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述是高近，
やはり離れる遠い

(２５ｊ）「さあ、遅れるわ。校長先生が待ってらっしやるんだから。（０１１０）

(２５Ｃ）趣快退到了，校侯先生逐等若我{n9lZl
もうすぐ遅れるく完了＞校長先生まだ痔ぢて蒋駁＞われわれく文末＞

(２６ｊ）いつも、だまって笑っているけど、困って助けの要る子の必要とするもの

を、すぐ、わかってくれた。（6001）

(２６Ｃ）他怠是一声不ﾛ向地微笑着，当鄭十銭子磁到困唯吋
彼いつも一言も言わないで巌蔓石乏霧続＞あたってどの子でもぶつかる困難な時

他就昌上来荊忙．
彼すぐに助けてくれる

考察

例文（２４Ｊ）「歩いていた」が（２４Ｃ）「走着」、（２５Ｊ）「待っていらっしゃ

る」が（２５Ｃ）「等着」、（２６Ｊ）「笑っている」が（２６Ｃ）「微笑着」と訳さ
れており、動詞は全て［＋過程］である。

主語はく＋有生＞（人間）だが、「Ｖ着」で表現されている動作は、「在Ｖ」
とは違って場面の中心的な動作ではなく、同時的ではあるがむしろ背景的な動作
として描写されている。そこで、このように「Ｖ着」で表された進行のアスペク
トを＜進行する背景＞と呼ぶことにする。

中国語で「在Ｖ」と「Ｖ着」によって使い分けられている＜進行する前

景＞とく進行する背景＞の機能の区別は、日本語の「Ｖ－テイル」の形態か
ら見ている限りは出てこないと言える。中国語のこの二つの進行アスペク
トの用法の違いは、次のような用例からも見ることができる。

【「在Ｖ」と「Ｖ着」用法の違い】

（27）休在干什公（兜）？［あなたは今なにをしているの］
（28）＊休干着什公（呪）？

例文（27）は「あなたは今なにをしているの」という会話文の問いで、「在Ｖ」
が用いられているが、同じ意味の問いに（28）のように「Ｖ着」を用いることは

できない。これは、「在Ｖ」と「Ｖ着」の典型的な用法の違いで、「在Ｖ」は主
語がどういう種類の動作のをしているのかを話者が認定し・判断し、話者が説明
するときに用いることができるが、「Ｖ着」にはその機能がないということであ
る。’１）

また、例えば地震が突然起こったとき、本棚が眼前で揺れているのを目撃しな
がら発する言葉は（２９Ｃ）で、「在Ｖ」を用いる。即ち、発話の時点における眼
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前の対象の動き自体を注目してとらえた場合は、「在Ｖ」が可能となる。

(２９Ｃ）お架在晃功，令圦名架上捧下来112）
本棚三麺ｲﾃﾞｦｰﾘ譲しる本から本棚の上落ちてくる

(２９Ｊ）本棚が揺れてるわ、本が本棚から落ちてくる！

しかし、（３０Ｃ）のような過去の時点での描写では、「在Ｖ」を使うことはで

きず、「Ｖ着」を使うことになる。しかし、日本語ではこのような用法の区別は

なく、（２９Ｊ）（３０Ｊ）とも「Ｖ-テイル」で表すことになる。

(30Ｃ）当吋名架晃功着，橘圦名架上捧下来．
そのとき本棚掴万冨乏蒋統＞本から本棚の上落ちてきた。

(３０Ｊ）そのとき本棚が揺れていて、本が本棚から落ちてきた。

5.32.＜結果の状態＞の「Ｖ着」

例文

（32Ｊ）「机で音を立ててないな、と思うと、今度は、授業中、立ってるんです･

ず一つと！」（0203）

（３２Ｃ）“我正想，暖，巣子忽公不ｐ向了，

私ちょうど､思うく感動詞＞机どうして～ない音がするく文末＞

拾失一肴休女几姑了起来，垪裸吋
頭を上げて見るあなたの女の子立つく完了＞上がる授業の時

地就_直那公姑着．”
彼女ただず－つとそのように五ちて蒋濡＞

（３３Ｊ）おじさんは肥っていて、眼鏡をかけていて、よく見ると、やさしそうなと

ころもあった。（０１０５）

（33Ｃ）他侯得恨勝，戯着眼鏡，祥子復和え．
彼育つ《助飼＞とても太い罫T子冨乏蒋読＞目がね橡子とてもおだやかだ

(３４Ｊ）あまり広くない校庭のまわりには、塀のかわりに、いろんな種類の木が

植わっていて、（０４０２）

(34Ｃ）校因不太大，囚間仲春各秤各祥的小村，
校庭～ないとても大きいまわり~】顕ラフZ=雰読＞各種各様の小さな木

代替了院塙，
とって代わるく完了＞学校の塀

考察

例文

て」は

(３２Ｊ）「立っている」は（３２Ｃ）「姑」、（３３Ｊ）「眼鏡をかけてい

(33Ｃ）「戴着眼鏡」、（３４Ｊ）「植わっていて」は（34Ｃ）「秤着」
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となっている。日本語の動詞の意味素性がいずれも［＋限界］で、それと「テイ

ル」が結合してく結果の状態＞となっているのに対して、中国語の動詞の意味素

性は［＋状態］で'3)、「Ｖ着」はく状態の持続＞となっている。

ただし、「立つ」と「姑」の姿勢動詞や、「（眼鏡を）掛ける」「戴」等の再

帰動詞は、いずれも主語の意志が関与してその状態が続くことから、進行に近い

ニュアンスとなることは日本語も中国語も共通している。それに対して、「植わ

る」は自動詞で意志性はなく、「秤」も自他両用動詞の自動詞的な機能に「着」

が付いたもので意志性はない。しかし、いずれも存在のあり方規定するという

意味で、状態を描写している点は共通している。

5.3.3．「Ｖ着」、「在Ｖ」から見た日本語の形態

視点を変えて、中国語で「Ｖ着」と訳された日本語の原文の形態を見てみよう。

例文

（35）対着上面友向．［上の方に向かって聞いているんです。］
両;尿丁之蒋震＞上の方質問する（０２１８）

（36）低若美，欧欧地走着．［下を見たまま、ず一つと歩いていた。］
低くずう冒乏蒋蔬ｦ感’ず一つと歩くく持続＞（5508）

（37）春着～脱［～を見ながら、いった。］
見冨乏雰M霊＞いう（6103）

例文（35）（36）（37）はそれぞれ後件の「友同」「聞いている」、「走着」

「歩いていた」、「税」「いった」が文の中心的な動作である。前件の「対着」

「指して（Ｖ－テ）」、「低着夫」「下を見たまま（Ｖ一夕ママ）」、「着着」「見

ながら（Ｖ－ナガラ）」は、後件の述語動詞の動作の様態を表す副詞的成分であ

る。これらは後件の事象に対する持続的な背景を描写したものと言える。Ｍ）

アスペクト的には、（35）（36）の中国語の前件の動詞の意味素性は［＋状

態］で、「Ｖ着」でく状態の持続＞を表し、日本語原文「Ｖ－テ」「Ｖ－タママ」

の動詞は［＋限界］でく結果の状態＞と見なされる。（３７）の「Ｖ若」と「Ｖ－

ナガラ」は日中両語とも動詞は［＋過程］でく進行中＞となる。日本語はいずれも

「Ｖ-テイル」ではないが、動詞の意味素性とアスベクトの実現には動詞句の形

態は異なっても共通する対応関係があると言える。

では、次に「在Ｖ」で訳されている日本語の原文について見てみよう。

例文

（３８Ｊ）「（略）相手は、私のほうから見えませんので、誰だろう、と思ってお

りますと、（OZ-16）

（３８Ｃ）“（略）因力圦我那几肴不着．我心里正在琢磨，
なぜならばから私のところ見えない私は心の中でく進行＞、思う
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地在和准洪活泥？

彼女く進行＞誰と話すく文末＞

(３９Ｊ）お嬢さんは、それでも、盛んに、「ねえ、なにしてるの？」を続け

るので、（02-19）

(３９Ｃ）可是，地汪在一十効」L地Ｉ可：隈，休在干什公IIE１７，
でも彼女まだく遷存=＝正憲秀T三~閉~てねえあなたく進行＞する何く文末＞

(4ｏＪ）ロッキーは小きい声で鳴いて、ﾄｯﾄちゃんが階段を上がっていくのを、

いつまでも見送っていた。（07-12）

(４０Ｃ）洛基在小声地哩咽，久久地目送阿捌近去的背影．
ロッキーはく進行＞小ざい声で喝<いつまでも見送るﾄｯﾄちゃん遠ざかる後ろ姿

（38Ｊ）「誰だろう」の中国誤訳は（38Ｃ）で１回堆魍呪」＝「誰
E7wF~ＥでTTz~可だろう」と枠で囲んだ部分力輔われていて、逆に日本語では文脈
からその部分が省略されているとみなしても差し支えないだろう。

（３９Ｃ）は「それでも、盛んに、「ねえ、なにしてるの？」を続ける」という

ことは、「問い続ける」ことであり、「問う」動作を持続させている場面は、

＜進行中＞の局面としてとらえられる。そこで中国語では、具体的な動作動詞を

補いその動作が持続していることを明示する形で、「在Ｖ」になっている。

（４０Ｊ）は、「ｖ－テ」接続の文である。前件に後件が続く継起的用法、あ

るいは同時進行の副詞的用法ともとれる文である。しかし前件と後件の動作を比

べると、動作の性質上、後件が静的な動作であるため`情景としては背景に押しや

られ、前件の動作の方が動的であるため前面に浮き出た感じになるのではないだ

ろうか。そこで中国語では（４０Ｃ）のように前件で「在」が用いられたと考えら

れないだろうか。この訳では、アスペクトはもちろん後件のアスペクトに支配さ

れた同時進行の解釈である。

「在Ｖ」で訳されているものは、「Ｖ着」と訳されたものに比べると、やはり

背最的な動作とはなっていようだ。だが、用いられている動詞は全て［＋過程］

であり、日本語の表現からはく進行中＞に相当するアスペクト的意味力癬釈できる。

5.3.4まとめ

「Ｖ－テイル」が「Ｖ着」で訳きれたく進行111＞とく結来の状態＞を見てきた

が、動詞の意１床索・性とアスベクトは、日中両語に明らかに対応関係があることが

わかる。即ち、日中両語ともく進行中＞の実現は［＋過程］とアスペクト形式が

結合したものであること。日本語のく結果状態＞は［＋限界］から引き出される

のに対して、中国語では［＋状態］から引き出されてく状態の持続＞と考えられる

ことである。

「Ｖ－テイル」の形態だけからは判断できない進行アスペクトの二つの意味合
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い、＜進行する前景＞とく進行する背景＞は、前者は「在Ｖ」が、後者は「Ｖ着」

が担うということを指摘した。また、逆に「在Ｖ」と「Ｖ着」によって訳きれて

いる日本語の原文を見ると、「Ｖ-テイル」の形態ではないものの、「在Ｖ」で

訳されているのは場面の中心的もしくは前景的動作であり、「Ｖ着」で訳されて

いるのは場面の背景的な動作と言える。

5.4「Ｖ了」

「Ｖ了」で訳されたもののうち、「Ｖ-テイル」のアスベクトがく進行中＞で

あるものが３例、＜結果の状態＞が９例、＜心理的な状態＞が1例である。この

うち、「Ｖ－テイル」でく進行中＞とく結果の状態＞に対応する「Ｖ了」につい

て考察する。

5.4.1.＜進行中＞の「Ｖ了」

例文

（41Ｊ）今日は、ﾄｯﾄちゃんにだいじけんが起こった。それは学校から帰っ

て来て、晩御飯までのｉｎ、ちょっと（ロッキーと部屋で「狼ごっ

こ」をして）遊んでいるときのことだった。（3101）

（４１Ｃ）今天，友生了一件大事．阿初故学回家，
今日起こるく完了＞一つの大事件ﾄｯﾄちゃん下校になってうちへ帰る

晩仮前，和小狗洛其在房同里玩了一会几＿《大灰狼》
晩御飯の前～と子犬ロッキー～で部屋の中遜万ﾐ之莞アヲマ5-ｴｰうて狼ごっこ

的瀞浅
の遊び

(42Ｊ）ﾄﾂﾄちゃんと､先生は､指きりｹﾞﾝﾏﾝ1をした｡先生は笑っていた｡

ﾄｯﾄちゃんも、先生がうれしそうなのを見て、安心して、笑った。

（5814）

（４２Ｃ）校伝先生和阿初鈎了釣'5)小指染．校伝先生笑了・
校長先生とﾄﾌﾄちゃんかけるく完了＞かける小指校長先生笑ｺｦｰ之莞了干文末＞

阿初看校伝先生狼高架，也放心地笑了。

ﾄｯﾄちゃん見る校長先生とてもうれしい～もまた安心して笑うぐ完了十文末＞

考察

日本語がく進行中＞のものは、例文（４１Ｊ）「ちょっと遊んでいる」が

（４１Ｃ）では「玩了一会几」、（４２Ｊ）「笑っていた」が（４２Ｊ）では「笑了」

となっている。日本語はいずれも動詞の意味素性は［＋過程］で、「ｖ－テイル」

によるアスベクトはく進行中＞となっているが、中国語ではなぜ「在Ｖ」や「Ｖ

着」が使われずに「ｖ了」になっているのだろうか。

（４１Ｊ）の「ちょっと遊んでいる」は「ちょっと」＝「しばらくの間」という
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期間と「Ｖ－テイル」が共起し、「遊んでいる」は時間的に一定の幅のある期間

に継続する動作を表している。ところが、中国語では「在Ｖ」「Ｖ着」は期間を

表す連用修飾語とは共起することはできない。

＊在玩一会ｊＬ＊玩着一会ｊＬ○玩了一会几

「Ｖ了」が唯一期間と共起可能で、「動詞＋了十時間の連用修飾語」’6)という形

式によって、一定の時間的な幅の中で遂行された動作を表すことができる。従っ

て（４１Ｃ）では「在」及び「着」が使えず「了」を用いることによって時間的な

幅のある継続的意味が実現していることになる．ただし、「Ｖ了」によってく動

作の継続＞というアスペクトを引き出す動詞は全て［＋過程］の素性を持ってい

ることを強調したい。

では、期間を表す連用修飾語がない（４２Ｃ）「笑了」’7)はどのように考えた

らよいのか。

中国語の「了」は一般に二種類あるとされている。「了1」は動詞に後接し、

＜完了＞を表すと言われてきたもので、「了2」は文末助詞でく事態の変化．変

化の気づき＞を表すもので、文を完結させる機能がある。１８）（４２Ｃ）の場合

「了」が文末にきていることから、「了2」または「了1＋了２」と見なされる。

そして、「笑了」が「了2」ならば、笑っていなかったのがいま①「笑いだした」

であるし、「了，＋了2」ならば、いまさっき笑ったことを指して②「笑った」と

いう日本語が対応する。では「笑了」を「笑っていた」に対応させることは妥当

なのだろうか。

荒川（1991）’9)では、「了」をく完了＞というよりもく動作や変化、状態の

実現＞と捉えて、次のような例文を提示し、日本語と中国語の捉え方の違いを指

摘している。

(４３Ｊ）子供が泣いている・見てきなさい。

(43Ｃ）小咳突了．休去

子供泣くく完了+文末＞あなた行く

看看．

見てみる

荒川は詳しい説明はしていないが、上の例文は次のように解釈できると考える。

（４３Ｊ）は、子どもが泣いていることに気づいた人（=話者）が発している言葉

である。一方、（４３Ｃ）の意味は、「今まで泣いていなかった子どもが泣きだし

た。－そして今まだ泣いている。」という意味で、「了」はく動作や変化の実現＞

（＝「了,｣）をあらわすと同時に、話者の立場から見れば今までなかったこと力噺

し〈出現したと気づくこと、即ち事態の変化・変化の気づき（＝「了2」）と解釈でき
る。
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このように、ある事態の＜実現＞を話者の＜気づき＞として表現する場合、

日本語では「Ｖ－テイル」を用い、中国語では「了」を用いるとすれば、先の例

文（４２Ｊ）は、校長先生と指切りゲンマンをしたトツトちゃんが、ふっと先生の

顔を見たところ「笑っていた」と気づくのであり、（４２Ｃ）はそれを「笑了」と

「了」を用いて訳してたと考えられないだろうか。ここを「在Ｖ」や「Ｖ瀞」に

すれば、トットちゃんの動き（＝指切りをし、次に先生をのぞき込み、そして先

生が笑っているのを発見、もしくは気づく）が感じられないのではないだろうか。

２０)校長先生はトットちゃんが気づく以前から笑いはじめて、その時点でもまだ笑っ

ているのである。

日本語では継起的な展開を描写する場合の文末は「Ｖ一夕」、同時的な背景描

写をする場合は「Ｖ－テイル」が選択きれるが、これら二つの形態はどちらも時

間的に幅のある継続的な動作を描写することが可能である。一方中国語の場合、

「Ｖ着」と期間成分は共起しないことから、「Ｖ箸」は同時的ではあっても点的

であり、「Ｖ-テイル」のような時間的な流れを含意する継続的な背景的描写と

は異なる。そこで、動作の実現から発話の時点（指示時点）までの幅のある動作、

即ちく展開＞を描写する場合は「Ｖ了」が選択されるのだろう。

＜進行中＞の「Ｖ－テイル」に対応する「Ｖ了」は、いずれにしろ動詞に［＋

過程］があることが必要条件で、時間の連用修飾語が伴う場合はく動作の継続＞

の意味で「Ｖ-テイル」に対応すること、単なる「Ｖ了」の場合は「了」の文末

でのく実現＞とく気づき＞の意味が融合して「Ｖ－テイル」に対応していると考

える。

5.4.2.＜結果の状態＞の「Ｖ了」

では最後に「Ｖ-テイル」のく結果の状態＞に対応する「Ｖ了」について見て

いくことにする。

例文

（４４Ｊ）その人は、頭の毛が薄くなっていて、前の方の歯が抜けていて、顔の血色

がよく、背はあまり高くないけど、刑や腕が、がっちりしていて、ヨレヨ

レの黒の三つ揃いを、キチンと軒ていた。（０５０２）

（44Ｃ）那十人夫友恨稀，、牙掠了几瓢，脳色虹洞，

その人頭の毛とても薄い前歯抜けるく完了＞何本か顔色つやつやしている

十子不商，可肩寛碑粗，烹養一套満迅
背ない高いけれど肩ひろい腕太い着ていた揃いの～である

摺鍍的黒色西服．
しわの黒い背広

(４５Ｊ）でも、死んでいても、いつものように、やぎし<、利口そうに見えた。
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（5514）

（４５Ｃ）量然死了，但看起来，象活着【け一祥
～とはいうものの宛扇三莞了＞しかし見たところ～のように生きるく持続＞時同じ

和笂，聡明．
やさしい利口

考察

例文（４４Ｊ）「抜けていて」は（４４Ｃ）では「悼了」、（４５Ｊ）「死んでい

て」は（４５Ｃ）では「死了」となっている。「現在の状態を過去の場面と関連

づけて解釈する」２１）という「Ｖ－テイル」のく結果の状態＞に対応するのが、中

国語ではこれら二つのの訳文である。例文（44）（４５）の動詞は日中両語のい

ずれも［－過程］［＋限界］であり、［＋限界］とアスベクト形式が結合し、

＜結果の状態＞を表している。

ところで、例文（４４Ｊ）では「着ていた」もく結果の状態＞を表しているが、

中国語では「穿着」となっている。これは日本瓶では動詞「抜ける」も「藩る」

も［＋限界］を持つという点で共通しているが、中国語では「棹」は［＋限界］

と「了」が結合してく結果の状態＞、「穿」は［＋状態］と「着」が結合して

く状態の持続＞を表すという違いがある。中川正之（１９７９）は「穿（狩

る）」と「脱（脱ぐ）」等に見られる意1床的に対応する動詞とアスペクト

形式の共起関係について、「動詞が表す動作の『直接の産物が残存する」

（＝動作主体と関係を保持）」動詞は「若」と結合し、「動詞の表す動作

の結果が『無に柵する」（＝動作主体との関係が消滅）」動詞は「了」と

結合壜することを指摘22）している。これは、日本語のく結果の状態＞に対応す

る「Ｖ着」の力は存在していると知覚できるもので、ある時点での「存在のあり

方を規定」している表現であり、一方「Ｖ了」で表されているものは、現存しな

くても「ある動作の論理的な帰結として一定の状態として認識されうるもの」と

言えるだろう。

５．５゜まとめ

資料から採録した動詞とアスペクト形式を対応させたのがく表４＞である。

「Ｖ‐テイル」の基本的なアスベクトはく進行中＞とく結果の状態＞である。

＜進行中＞のアスベクトを実現する動詞には、日中両語とも全て［＋過程］が

あるが、＜進行中＞「Ｖ-テイル」は、中国語で「在Ｖ」、「Ｖ着」、「Ｖ了」

に訳し分けられている。即ち、「在Ｖ」はく進行する前景＞として、「Ｖ軒」は

く進行する背景＞としてその機能を分担している。期間成分と共起しない「在Ｖ」

と「Ｖ着」に対して、期間成分と共起する「Ｖ了」は「Ｖ－テイル」のく動作の

継続＞に対応する。さらに文末の「Ｖ了」は「Ｖ-テイル」における＜実現の気
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づき＞を表す機能にも重なる。

＜結果の状態＞のアスベクトを実現する日本語の動詞は［＋限界］だが、意味

的に対応する中国語の動詞は、［＋状態］の素性を持つ動詞と［＋限界］の素性

を持つ動詞に分かれる。［＋状態］の素性を持つのは「姑」「握」の姿勢・位置

変化動詞、膣」僻」等の日本語の自他対応動詞に対応する動詞、「穿」戯」

等の再帰動詞で、これらは「着」と結合してく状態の持続＞を表す。そし

て、存在のあり方を規定する。他方、［＋限界］の素性を持つ「死」「棹」は

「了」と結合してく結果の状態＞を表す。そして、これは現実には存在していな

くても、論理的な帰結としての一定の状態の認識も含まれるのである。

＜表４＞

く注＞太字で表した動詞の意味素性がそれぞれのアスペクト形式と結合していることに

－１８１－

｢Ｖ-テイル」 日本鰭動詞 中国語動詞 中国語アスペクト

＜進行中＞

[＋辺種］［－限界］

待つ、歩く

笑う、遊ぶ

聞く、見る

[＋辺穆］［－限界］

等，走

笑，玩

[＋過程］［＋限界］

Iﾘﾃ，春

在

＜進行する前景＞

着

＜進行する背景＞

了

＜継続＞

＜実現．気づき＞

＜結果の状態＞

[－過程］［＋限界］

立つ、握る 、

生える、咲く

並ぶ、植わる

[＋過程］［＋限界］

着る、（眼鏡を）
かける

[一過程］［＋限界］

死ぬ、抜ける

[－過程」Ｌ－限界」

[＋状趨］

姑

侯

鰹

盛汗

[＋過程］［＋限界］

[＋状魍］

操，秤

穿，戯

[一過程］［＋限界］

死，棹

着

＜状態の持続＞

了

＜結果の状態＞



なる。

６．おわりに

はじめに紹介した誤用例をここでもう一度見ていただきたい。

（１）（今年の三月ごろに日本に来たばかりなので、）日本の生活にまだ`慣れません。

→憤れていません［対日本的生活逐不刀M1。］

（２）公園で遊ぶとき、彼女が近づいてきた。→遊んでいるとき［当我在公園里玩

的吋侯，弛慢慢地議了泣来．］

（３）駐車場へ行ったら、車はもうなくなった。

→なくなっていた。［到了停牟鰯，友現卒投了．］

（１）（２）（３）とも動詞の類別、それも意味素性による類別が明確であり、

また「Ｖ－テイル」の文脈上の機能が理解きれていれば、かなり回避できる誤用

である。

（１）「償れる」は日本語では動作動詞、しかも［＋限界］の素性を持ち、

「Ｖ－テイル」によってく結果の状態＞となり、現在の状態を表している。しか

し中国語の「刀慨」は、本稿では扱わなかったが非動作動詞で、無標の形で状態

を表す。従って、アスペクトの導入に際しては、個々の動詞の意味的特徴から動

詞の類別を意誠させた上で、動詞とアスペクト形式を結びつけるという指導がな

されなければならない。

（２）では、主節と同時の解釈が成り立つのは、［+過程］の意味素性を持つ

動作動詞の場合には「Ｖ－テイル」でなければならないこと。さらに、それは場

面において＜進行する背景＞として機能しているという特徴をつかめば、「Ｖ一

テイル」が可能になる。

（３）では、「駐車場に行った」以前に実現した事態がそのまま結果として存

在し、それを現在の状態として認識して発話する。そこで、発話時以前に実現

した事態の結果を状態として表現するく結果の状態＞を引き出すのは、［+限界］

の意:味素性を持つ動詞を「Ｖ－テイル」にすることによって可能であるとの理解

があれば、ここでも誤用は避けられるであろう。

以上、「Ｖ-テイル」を軸に日本語動詞のアスペクトと中国語動詞のアスペク

トについて考察した。アスペクトの観点から、共通の尺度として限界性と過程性、

そして中国語には状態性という意味素性を立てて日中両言語の動詞を類型化し、
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アスペクト形式との共起関係を考察した。しかし、対応関係にある禰棄において

も、それぞれの語が含む意味にはずれがあるものが多い。特に、中国語では勤補

構造によって意味が補われてアスペクトが表されることも多い。無標の動詞につ

いても今回は十分な検討を加えられなかった。今後はこれらについても検討を加

えながら対照を試みていくつもりである。また、アスベクトの誤用例については

本稿では研究の動機としてほんの一部、触れたにすぎない。これについては、別

に詳しく分析する予定である。

〔付記〕本稿は平成７年度神田外語大学大学院言語科学研究科提出論文に加筆修

正を加えたものである。論文指導教官の奥津散一郎先生、静岡大学の岩田礼先生、

今井敬子先生、北京工業大学の越月花先生に心から感謝の意を表します。

1）Ｂ・コムリー砦、山田小技釈(1988）「アスベクＭｐｐｌｌ－１５

２）ＪｕＳ､マスロフ（1984）「アスベクト論の基本慨念について」菅野裕臣縄「調査研究報告
Ｎｏ．３５動詞アスベクトについてＵＬｐｐ９８

３）金田一附彦（1947）「国ilii助洞の－分類」『日本語動詞のアスベクト」および、

工藤真由美（1995）「アスベクト・テンス体系とテクスト」による。

4）Ｃ､E・ヤーホントフ署、橋本蘭太郎訳（1987）「中国鰭動詞の研究jpl23、及び

弓沃株（1981）「肘量実珸和功同的突」（弓皮株繍（1992）「汎酒勃同和功同性蛤拘」）ppL12o

アスベクトの観点から中国錨動洞を分類する基準としてもっとも重要な要素を、ヤーホントフ
は動詞の限界性に見ている。限界性の有無が、動作動詞とアスベクト形式との結合から引き出

きれるアスペクトの意味を変容させる。弓皮株による動詞の分類もヤーホントフの分類に重な
るところがあるが、弓床株は完成,性という111iを用い、限界性という用流は用いていない。

5）限界性という概念規定は、ＪｕＳ､マスロフ（1984）「アスペクト錨の基本慨念について」による。

また、コムリー（1988）によれば、限界的とは「“makeachair.、によって記述される場面

には終着点が、terminalpoint、すなわち完成する時点があって、そのときに場面は自動的に
おわりになる」と言うことで、非限界的とは「“Ｓｉｎｇ”によって記述される場面にはそのよう
な終着点がなく、いつまでも引き延ばすことができるし、あるいはどの時点でも中断すること
ができる」としている。

そして、場面が限界的か非限界的かのテストの方法として、巡行相からバーフェクトが引き出
せるかどうかをあげている。

非限界的：Johnissinging￣Johnhassung、

限界的：Jonnismakingachair羊Jolmhasmadcachair．（pp7172）

6）過程`性の有無については、そのmb洞の意味する動作・作用が時ⅡU的畑を持つ表現、llljち、森山
（1988）の言う「単純期間成分(～IMI）」と「穂働期M1成分（～NIIかかって）」を判定の根拠に
した。（「日本瓶動詞述語文の研究」ppl41145）

7）「立つ」のほかに日本語の「座る」「灘ろ」などの身体の位世・姿勢変化や「掘る」「持つ」
等の再帰動詞の「Ｖ-テイル」はく結果の状態＞で、［＋限界］が導き出す状態性である。一方、
中国語の「姑」「脆」「掴」は本来的には「変化」の意味はない。「姑」が「たった状態を維
持する」のが基本的な意味であるのと同樺に、「坐」は「すわった状態を維持する」のが基本
的な意味であり、「立っていた状態から腰をおろす状態」ヘの過程的動作、「横になった状態
から座った状態」への過程的な動作をあらわそうとすると、「～下ｊ「～起来」などの補語が
いるというわけである。
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オ
ム

－－~し

弓一一ｓ
坐下一坐一坐起来

辞し<は、荒川消秀（1981）「中国編動詞にみられるいくつかのカテゴリー」「愛知大学文学

論錘」鋪67帆を参照のこと。

8）（ａ）歩いているく巡行中＞／（ａ,）１０ｋｍ歩いているく結果の状態＞

（ｂ）新聞を銃んでいるく進行中＞／（ｂ，）芥川の「鼻」を臨んでいるく進行中＞＜結果の状､!＞
（ａ，）は「１０ｋｍ」により限界性が付与きれて、＜結果の状態＞のアスベクトが出てくる。

（ｂ）と（ｂ,）は目的繭が総称的か個別・特定的かによってアスベクトが分かれる。

なお、中国illiの「看」にヤーホントフは限界性を囲めていないが、本稿では弓灰株（1981）に従い限
界性が内在するとした。

9）ＣＥ・ヤーホントフ（1987）「中国瓶動詞の研究」pp50-57

10）黒柳徹子「窓際のﾄﾌﾄちゃん」より採録したデータ番号

１１）藤堂・相原（1985）「新訂中国語概論」ｐ７６

１２）これらの例文は越月花先生（北京工業大学）による。

13）本稿〔４３．「Ｖ善」が引き出す二つのアスペクト：＜進行中＞とく結果の状態＞〕及び、注７〉
を参照のこと。

１４）Ｌｉ・CharlcsN＆Thompson,SandraA．（1981）・MandarinChincse-AEUnctjonaIReference

Grammar｡.ｐｐ２２３２２４

Ｌｉ＆Thompsonは、次のような例文をあげて「在」と「肴」の扱能分担を示している。

（ａ）他在lﾘﾃ收音机．［彼はラジオを聞いている。］

（ｂ）他所着收音机，睡粉了．［彼はラジオを聞きながら眠り込んでしまった。］

単文中における述語動詞の持続は「在」で、複文の従属接中の背最的な持続は「鞍」によって表すと
している。

１５）単音節動詞をⅢねることによって、「ちょっと～する・してみる」というようにその動作が短
時間行われることを表す。

（例）休呑（一）看［ちょっとみてごらんなさい］

他坐了坐，就走了．［彼はちょっと腰を下ろしてすぐ帰った。］

１６）本稿〔4.21丁」が引き出す過程性と限界性〕を参照のこと。

１７）ここの「笑了」については、インフォーマントによればく進行＞の窓味が感じられるとする。

１８）ＩＥＩ叔湘綱、牛島樫治監訳（1902）「中国識）Ⅱ例辞典」（「現代漢iIli八百調」日本iMi版）pp218223

19）荒川滴秀（1991）「中国ＩＭＩ人}'１第５回一テンスとアスベクト」「中国語」８月号ppl820

荒川によれば、「看了」とは本を－冊全部謎んだ場合でも、一ページでも一行でも読んだ場合でもい
えることで、＜完了＞という「動作が全てなされる」と理解きれやすい表現よりく実現＞と言った力
が適切だとしている。

20）「在Ｖ」「Ｖ称」は期間成分とは共起しないことは先に述ぺた。川]ら、これらは指示された時点（多

くは発話時点）における動作が、過程のまっただ中にあるということを示すのみである。一方、

「Ｖテイル」のく進行中＞の含意は、折示きれた時点より以前に実現した動作が現在も存在すると
いう線的な捉え方で、バーフェクトに通じる。
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21）Ｂ、コムリー(1988)pp83-105

パーフェクトは二つの時点の間の関係を表現している。つまり一方には先行する場面から結果
として生じてくる状態の時間があり、他方には先行する場面そのものの時ilUがあって、パーフニ
クトはこれらの二つの時点の間の関係を表現しているのである。

22）中川正之（1979）「＜若乞he＞とく了･1e＞」「アジア研究広島大学総合科学部アジア鱗座」
創刊号

木村英樹（1983）「夫子ｷﾄ渦性河尾團軒．、了．」Kili文研究Ｄにも［＋付若］動詞と「軒」、
［＋消失］動詞と「丁」という動詞との共起関係力職じられている。

［＋付着］動詞（Hlb作が完成した後、動作の受け手にその結果力醗ることが含意される動iliDとして
は「序（着る）、貼（貼る）、折（組み立てる）、ＩＲｉ（残しておく）、系（結ぶ）」があり
［＋消失］動詞（動作が完成するに従い、動作の受け手から離れるまたは消滅することが含意

される励洞）としては「脱（脱ぐ）、禍（はがす）、排（解体する）、利（削る）、解（ほど
<）」があげられている。
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